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複合生態フィールド制御部
米綿　千曳
震災直後の状況
雨畠キヤシ-スでは.大きな揺れがおさまった15時明
から.避難場所となっている講詫様･研究棟･管理棟で囲
まれた中庭に.構成鼠が徐々に幾合した｡近くのマンショ
ンのは士にある給水塔が倒れているのをみて.大地襟が確
生したことを改めて確認した｡余緑かつづく中.山谷研究
科長Q)もとで.人員と建物･機材の安全確認がおこなわれた
第4プレ-ブ研究棟2階に位緩する複合堂熊フィールド
制御縮ま,棚U)薔類.コンピュータ犠緒などが敵乱し.様々
たる状況であった.ただし.歯棚と天ナ母)間に備え付けて
いた伸縮棒が有効にはたらき.響棚そのものの転倒は免れ
た¢　夕方が近づくにつれ暗くなり.また併唱のため当日の
対応は不可能であった｡各自塙宅となったが.この時点で
は死者･行方不明者が2万人近くにおよぶ天災寓であるこ
とはまだ把握できていなかった｡
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被害状況
デスクトップパソコンl台.プリンター台が敵陣したei
3月の復興への取り組み
震災配役は各自のライフラインの確保が優先される状況
であったこともあり. 3月中は研究書の片づけ.パソコン
d)弛鵬などにおわれた{=,i複合生態フィールド制御部は雨宮
キャンパスの輝線蝶蝿経済系の-一員でもあり.情報を共有
した｡パソコンの起動確認を含む研菟室の再整備において
は研究Il･国井大輔氏.事務補佐･安倍愛子氏および学生･
醒隼諸Jtの地道なはたらさがあった..,しかし.蕾棚の曹類
離理の努力は4月7日の金環で雨び崩れ去った0,
なお.緑災I蹄費よりインターネットを介した被災地を観
測した-一部衛出データの無料配布がおこなわれ.期間限定
で配補されたALOSデータをはじめ賛歌なデータを入手す
ることができた｡
;'一一1-''~∴ t　吐
.,.__　fu･･ANI曲ト
一二さ〇〇一1-∴一一一ゝ一､二.ii-_-_｢1°と 
:llLit_i,_'tSヽ一°七宝食品 
一一一.､一一主審〇一一∴~抑 
軍事 .▲ ?H?????
一､1葛′ 
劾:, ?"??ヽ.●一一 
-4▲ ｢､ 
諒b:和書i後(,.8--B舗寵葦浩,
